
虫害によるさつまいもの
腐敗に注意！

□ 令和４，５年産ともに，一部のほ場でさつまいもの収穫後半
（10月以降）に，基腐病以外の腐敗の発生が見られています。

□ 腐敗の要因は，いもが害虫（コガネムシ，ハリガネムシ，セン
チュウ等）等の被害を受け，その傷から細菌が感染したものです。

これまでの基腐病対策に加え，害虫対策もしっかり行うこと
が重要です。

鹿児島県・鹿児島県サツマイモ基腐病対策プロジェクトチーム

＜害虫対策のさつまいも適用農薬一覧＞

※適用農薬の一部を記載しています。
防除については，お近くの県地域振興局・支庁農政普及課にお問い合わせください。

虫害の傷から細菌等が感染
し，腐敗したいも。

＜いもの腐敗の状況＞

ネコブセンチュウによる被害

コガネムシによる被害

幼虫

ハリガネムシによる被害

ハリガネムシ

これらの虫害の傷
から細菌等が感染

＜虫害による傷＞

害虫 農薬名 10a使用量 使用時期 使用方法 使用回数
ネマクリーン粒剤 20kg 植付前 全面土壌混和 １回
ビーラム粒剤 20kg 植付前 全面土壌混和 １回

ネマトリンエース粒剤 20〜30kg 植付前 全面土壌混和 １回

コガネムシ類 ダントツ粒剤 ６〜９kg 植付前
全面処理土壌混和又は
作条処理土壌混和

１回

プリンスベイト ６kg
植付前又は
植付時

全面処理土壌混和又は
植溝処理土壌混和

１回

ダーズバン粒剤 ９kg 植付時
全面土壌混和又は
植溝土壌混和

２回以内

ネコブセンチュウ
ネグサレセンチュウ

コガネムシ類
ハリガネムシ類


